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AI戦略の推進により、日本が抱える課題解決の加速を目指す
PRISMのAI技術領域は、内閣府主導で取り組んでいるAI研究開発である。産業化ロードマップの重点分野の
中で、高い民間研究開発投資誘発効果が見込まれるものや、民間の事業化の加速が見込まれるものを対象とし
て採択し、各省庁の施策へのアドオン投資により、課題解決を加速する。

独立行政法人日本学術振興会
顧問・学術情報分析センター所長

AI技術領域統括

安西 祐一郎
1974年慶應義塾大学院工学研究科博士課程管理工学専攻修了、
工学博士。81年カーネギーメロン大学客員助教授、88年慶應義塾
大学理工学部教授、2001年慶應義塾長（理事長兼学長）、11年日
本学術振興会理事長、16年人口知能技術戦略会議議長、18年AI
戦略実行会議座長、国連総長ハイレベルパネル「デジタル協力」メ
ンバー。文部科学省中央教育審議会会長・同大学分科会長・高大
接続システム改革会議座長、内閣府知的財産戦略本部員、経済同
友会ITによる社会変革委員会副委員長・科学技術イノベーション
立国委員会副委員長等を歴任。

領域概要

運営委員の紹介

安西 祐一郎 領域統括/座長
安宅 和人 慶應義塾大学環境情報学部教授／
 ヤフー株式会社CSO
金出 武雄 カーネギーメロン大学ワイタカー記念全学教授

齊藤 裕 ファナック株式会社副社長執行役員 
 兼 CISO、IoT統括本部長
島 慶一 株式会社インターネットイニシアティブ技術研究所副所長
田中 浩也 慶應義塾大学環境情報学部教授
深尾 隆則 東京大学大学院情報理工学系研究科教授

現在６施策を推進中。
１.  創薬ターゲット探索プラットフォームの構築
創薬ターゲットを選定するためのAIとデータの共有のためのデータプラットフォーム構築に取り組んでいる。

２. スマート介護予防プラットフォームの構築
通いの場アプリを活用して要介護者を早期に抽出し、介護予防につなげるという取り組みである。

■AI戦略の具体的な推進のためPRISM AI技術領域にて6施策を推進中

３. 交通信号機を活用した5Gネット
ワークの構築
交通信号機に5G基地局を配置
し、交通流の制御、オープンデー
タの流通環境の整備に取り組ん
でいる。

４. 農業生産のスマート化
病害虫の画像判定、栽培環境エ
ミュレータによる育種、においセ
ンサーの農業現場への適用など
に取り組んでいる。

５.データ駆動型土壌メンテナンス
によるスマート農業の高度化
土壌の肥沃度をAI解析し、土壌
メンテナンス・営農支援、営農計
画を行うスマート農業の取り組
みである。

６. 脳情報から知覚情報を推定する
AI技術
脳をモデル化し、感覚情報を評価
するAIの開発に取り組んでいる。
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健康・医療・介護、農業、交通インフラ・・・
各分野でのAI活用による社会実装を
加速化

AI技術は、近年、加速度的に進化しており、イノベーションの推進に
不可欠な技術となっています。ビッグデータを活用したAI技術の利
活用に関しては、諸外国の競争は激しさを増しており、我が国は十分
な競争力を有する状態にあるとは言い難い状況です。
日本が世界と対等に渡り合う、或いは世界をリードしていくための国
家戦略としてAI戦略2021を取りまとめていますが、そこでは、国が主
体的に直ちに実行するべき施策に焦点を当て、社会実装に関しては
重点６分野（＊）において、AIの普及・発展により、Society 5.0に貢献し、
国際技術力を強化する、としています。
PRISMのAI技術領域は、このAI戦略を推進する重要な施策のひとつ
です。2021年度については、各省庁の施策の事業化を加速する施策
を採択し、前年度からの継続４施策、今年度からの新規2施策の計６
施策を推進中です。
新型コロナウィルス感染症対策で、我が国のデジタル化の遅れが露
呈したところ、 今年6月に公表したAI戦略2021ではデジタル庁の発足
をはじめとして、我々の社会生活に真に役立つAIの社会実装の促進
に重点を置く戦略の策定を進めていきます。PRISM施策でも社会実
装を加速して成果を社会変革につなげることを重視して各施策を支
えてまいります。

（＊）健康･医療･介護、農業、国土強靭化、交通インフラ･物流、地方
創成（スマートシティ）、ものづくりの６分野。

特に３つを重要視しています。省庁間連携、出口戦略、PRISM制度の
特徴を踏まえた対応です。

「①省庁間の連携」
PRISMは内閣府の施策であることを踏まえ、省庁連携して取り組むこ
とで課題解決が進むような課題について、連携が進むように促しなが
ら、推進しています。
例えば「交通信号機を活用した5Gネットワークの構築」の施策です。
本施策では、総務省と警察庁が連携して取り組んでいます。通信関
連は総務省、交通信号機関連は警察庁がそれぞれの所管として主導
する立場をとりつつ、両者が連携して、5Gネットワークを利用した交
通流制御だけでなく信号機周辺の公共空間情報の活用を実現すべく
活動しています。
省庁連携の施策では、一人のPDに全体を統括いただき、省庁の枠に
とらわれず研究開発を進めてもらうようにしています。組織を横断し
て１つの課題解決を目指しているところは、PRISMの特徴です。この
ように、省庁連携する点を含めたマネジメント、課題への着眼、将来
性など、チャレンジングな部分もありますが、大いに期待をしています。

「②出口戦略（社会実装）の明確化」
また、重要視しているのは出口戦略を明確にすることです。具体的に
はPRISMの活動後も持続可能な仕組み（ビジネスモデル、エコシステ
ム等）を考えてもらうということです。
関係者全てがメリットを享受できる或いは負荷なく参加できる仕組み
としたうえで事業が継続できるか、を深く考えてもらっています。
国費が投入されている期間中はうまく研究開発が進んでいても、なく
なった途端に尻すぼみになってしまうことのないようにしなければい
けません。どこまでを協調領域としてPRISM（或いはPRISMの活動後
は省庁や国の研究機関）で対応し、どこから競争領域として民間が
社会実装に向けた部分を担当するのか、しっかりと計画した上で実現
して頂きたいと思っています。予算終了とともに霧散してしまうよう
な計画ではなく、持続可能な社会実装ができる計画となるよう、伝え
ています。
これまでによくあった国プロの研究開発のように、国主導のトップダ
ウンでプラットフォームを作って、宜しければ使ってください、という
感じでは、社会実装まで上手くいかないことが想定されます。担当省
庁に対して、でき得る限り早い段階から、社会実装の形態を想定し、
参画する全ての方々にそれぞれメリットがあるような仕組みの構築を
検討して頂いています。

「③ファンドの特徴（アドオン予算）を踏まえた対応」
PRISMは各省庁が現在推進している施策へのアドオン予算であるこ
とから、PRISM運営委員会を通じて、各施策の担当省庁と研究開発の
PDと十分な対話を持ちながら進めています。
特にコロナ禍の影響を最小限とするよう柔軟に計画を修正していた
だくなど、スピード感をもって社会実装にまでつなげられるように、
配慮しているところです。

さきほどの出口戦略と重なる部分がありますが、社会実装において
は、協調領域と競争領域の線引きをしっかりと見定めて、競争領域の
発展を加速していく仕組みをPDと連携して作り込んでいくことが課
題と考えています。その上で、活発な競争が、社会実装を加速してい
くことを期待しています。

AI技術の発展について、世界との競争という意味からすると、現在の
PRISMで採択しているような社会実装に向けた研究開発のみならず、
基礎的な先進技術の開発への支援も重要と考えます。
PRISMで採択の各施策は、AI戦略の内容の実現に向けて、期待が持
てる施策、方向というのもかなりありますので、今回のシンポジウム
での発表・報告例が、よい先行事例となり、新しい世界が切り開かれ
ることを期待します。


